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1.1-1-1

補足資料１．１－１

能登半島の地質・地質構造に関する文献調査



海域活断層の分布（地震調査委員会(2025）に一部加筆）

1.1-1-2

補足資料1.1-1 能登半島の地質・地質構造に関する文献調査

1.1-1(1)  能登半島周辺の海域活断層
第1371回審査会合 資料1-2

P.1.1-1-2 再掲

志賀原子力発
電所



補足資料1.1-1 能登半島の地質・地質構造に関する文献調査

1.1-1(2)  能登半島周辺海域の地質分布

能登半島西方海底地質図（岡村，2007a）（凡例は次頁左） 能登半島東方海底地質図（岡村，2002）（凡例は次頁右）

志賀原子力
発電所

1.1-1-3

第1371回審査会合 資料1-2
P.1.1-1-3 再掲



能登半島西方海底地質図凡例（岡村，2007a） 能登半島東方海底地質図凡例（岡村，2002）

1.1-1-4

補足資料1.1-1 能登半島の地質・地質構造に関する文献調査

1.1-1(2)  能登半島周辺海域の地質分布 -凡例-
第1371回審査会合 資料1-2

P.1.1-1-4 再掲



能登半島北部沿岸海域の地質構造と活断層セグメント（井上・岡村，2010）

1.1-1-5

補足資料1.1-1 能登半島の地質・地質構造に関する文献調査

1.1-1(3)  能登半島北部沿岸海域の地質構造
第1371回審査会合 資料1-2

P.1.1-1-5 再掲



能登半島北部域海陸シームレス地質図（井上・岡村，2010）（凡例は次頁）

1.1-1-6

補足資料1.1-1 能登半島の地質・地質構造に関する文献調査

1.1-1(4)  能登半島北部域海陸の地質分布
第1371回審査会合 資料1-2

P.1.1-1-6 再掲



*

能登半島北部域海陸層序対比図（井上・岡村，2010）

*： 新第三紀/第四紀境界の
年代は， IUGS（国際地質
科学連合）の年代層序表
において2.58Maに改訂さ
れている。

能登半島北部域海陸シームレス地質図凡例（井上ほか，2010）

1.1-1-7

補足資料1.1-1 能登半島の地質・地質構造に関する文献調査

1.1-1(4)  能登半島北部域海陸の地質分布 -凡例・層序対比図-
第1371回審査会合 資料1-2

P.1.1-1-7 再掲



1.1-1-81：200,000 地質図幅 輪島（第2版）（尾崎ほか，2019）（凡例は次頁）

補足資料1.1-1 能登半島の地質・地質構造に関する文献調査

1.1-1(4)  能登半島北部域海陸の地質分布
第1371回審査会合 資料1-2

P.1.1-1-8 再掲



輪島地域の地質総括図（尾崎ほか，2019） 1.1-1-9

1：200,000 地質図幅 輪島（第2版） 凡例（尾崎ほか，2019）

補足資料1.1-1 能登半島の地質・地質構造に関する文献調査

1.1-1(4)  能登半島北部域海陸の地質分布 -凡例・層序対比図-
第1371回審査会合 資料1-2

P.1.1-1-9 再掲



1.1-1-10

志賀原子力
発電所

30km

石川県地質図（絈野，1993）から能登半島南部を抽出

0 10km

補足資料1.1-1 能登半島の地質・地質構造に関する文献調査

1.1-1(5)  能登半島南部の地質分布
第1371回審査会合 資料1-2

P.1.1-1-10 再掲



1.1-1-1120万分の1地質図幅「富山」（第2版）（竹内ほか，2023）（凡例は次頁，次々頁）

補足資料1.1-1 能登半島の地質・地質構造に関する文献調査

1.1-1(6)  能登半島東部域海陸の地質分布
第1371回審査会合 資料1-2

P.1.1-1-11 再掲



1.1-1-12

補足資料1.1-1 能登半島の地質・地質構造に関する文献調査

1.1-1(6)  能登半島東部域海陸の地質分布 -凡例①-
第1371回審査会合 資料1-2

P.1.1-1-12 再掲



1.1-1-13

補足資料1.1-1 能登半島の地質・地質構造に関する文献調査

1.1-1(6)  能登半島東部域海陸の地質分布 -凡例②-
第1371回審査会合 資料1-2

P.1.1-1-13 再掲



能登半島の火山岩類の地質概略図（日本地質学会（2006）に加筆）

・能登半島北部には陸弧（大陸縁の火山弧）的な化学組成の特徴をもつ玄武岩，安
山岩，高マグネシア安山岩などのマグマが新生代古第三紀漸新世（26～30Ma）に多
量に噴出した（高洲山層）。

・中新世前期（20～22Ma）にも量は少ないが同様な活動があった（神和住層）。

・中新世前期末（15～17Ma）には半島北部で多量の酸性火砕岩が噴出し，中部では
洪水安山岩が噴出した。

・中新世後期の9Ma以後は，能登半島北西部の黒崎などで見られる高カリウム・マグ
マを先駆けとして，現在まで引き続く背弧的な島弧火山活動が開始された。

（日本地質学会，2006）

志賀原子力
発電所

1.1-1-14

補足資料1.1-1 能登半島の地質・地質構造に関する文献調査

1.1-1(7)  能登半島の地質分布
第1371回審査会合 資料1-2

P.1.1-1-14 再掲



志賀原子力
発電所

1.1-1-15

補足資料1.1-1 能登半島の地質・地質構造に関する文献調査

1.1-1(8)  能登半島の段丘面分布図（太田・国土地理院地理調査部，1997）
第1371回審査会合 資料1-2

P.1.1-1-15 再掲



N37.5

E137.0

志賀原子力
発電所

1.1-1-16

補足資料1.1-1 能登半島の地質・地質構造に関する文献調査

1.1-1(8)  能登半島の段丘面分布図(小池・町田，2001）
第1371回審査会合 資料1-2

P.1.1-1-16 再掲



能登半島西方重力異常図（上嶋ほか，2007） 能登半島東方重力異常図（上嶋ほか，2002）

志賀原子力
発電所

ブーゲー重力異常図（仮定密度2.3）
等値線及びスケールの数値は重力値を示す。単位はmgalで等値線の間隔は5mgal。

1.1-1-17

補足資料1.1-1 能登半島の地質・地質構造に関する文献調査

1.1-1(9)  能登半島周辺の重力異常
第1371回審査会合 資料1-2

P.1.1-1-17 再掲



0 10km 1.1-1-18

志賀原子力
発電所

補足資料1.1-1 能登半島の地質・地質構造に関する文献調査

1.1-1(10)  能登半島の活断層（加藤・杉山，1985：50万分の1活構造図「金沢」）
第1371回審査会合 資料1-2

P.1.1-1-18 再掲



0 10km

志賀原子力
発電所

1.1-1-19

補足資料1.1-1 能登半島の地質・地質構造に関する文献調査

1.1-1(10)  能登半島の活断層（池田ほか，2002：第四紀逆断層アトラス）
第1371回審査会合 資料1-2

P.1.1-1-19 再掲



志賀原子力
発電所

1.1-1-20

補足資料1.1-1 能登半島の地質・地質構造に関する文献調査

1.1-1(10)  能登半島の活断層（杉戸・堤，2010：都市圏活断層図）
第1371回審査会合 資料1-2

P.1.1-1-20 再掲



志賀原子力
発電所

1.1-1-21

活動セグメント

補足資料1.1-1 能登半島の地質・地質構造に関する文献調査

1.1-1(10)  能登半島の活断層（産業技術総合研究所地質調査総合センター：活断層データベース）

第1371回審査会合 資料1-2
P.1.1-1-21 再掲



1.1-1-22

志賀原子力
発電所

30km

活動セグメント

補足資料1.1-1 能登半島の地質・地質構造に関する文献調査

1.1-1(11)  能登半島周辺の活断層（産業技術総合研究所地質調査総合センター：活断層データベース）

第1371回審査会合 資料1-2
P.1.1-1-22 再掲



1.1-1-23

志賀原子力
発電所

30km

補足資料1.1-1 能登半島の地質・地質構造に関する文献調査

1.1-1(11)  能登半島周辺の活断層（今泉ほか，2018：活断層詳細デジタルマップ［新編］）
第1371回審査会合 資料1-2

P.1.1-1-23 再掲



1.1-1-24

補足資料1.1-1 能登半島の地質・地質構造に関する文献調査

1.1-1(11)  能登半島周辺の活断層（活断層研究会，1991：新編 日本の活断層）
第1371回審査会合 資料1-2

P.1.1-1-24 再掲



1.1-1-25

志賀原子力
発電所

補足資料1.1-1 能登半島の地質・地質構造に関する文献調査

1.1-1(11)  能登半島周辺の活断層（地震調査委員会，2005a：邑知潟断層帯の長期評価）
第1371回審査会合 資料1-2

P.1.1-1-25 再掲



1.1-1-260 10km

志賀原子力
発電所

補足資料1.1-1 能登半島の地質・地質構造に関する文献調査

1.1-1(11)  能登半島周辺の活断層（加藤・杉山，1985：50万分の1活構造図「金沢」）
第1371回審査会合 資料1-2

P.1.1-1-26 再掲



1.1-1-270 20km

志賀原子力
発電所

補足資料1.1-1 能登半島の地質・地質構造に関する文献調査

1.1-1(11)  能登半島周辺の活断層（日本第四紀学会（編）（1987）：日本第四紀地図，東京大学出版会）

第1371回審査会合 資料1-2
P.1.1-1-27 再掲



1.1-1-28

補足資料1.1-1 能登半島の地質・地質構造に関する文献調査

1.1-1(11)  能登半島周辺の活断層（富山県（1992）：10 万分の１富山県地質図及び同説明書）

第1371回審査会合 資料1-2
P.1.1-1-28 再掲



1.1-1-29

0 50km

補足資料1.1-1 能登半島の地質・地質構造に関する文献調査

1.1-1(11)  能登半島周辺の活断層（吉岡ほか（2005）：全国主要活断層活動確率地図及び説明書）

第1371回審査会合 資料1-2
P.1.1-1-29 再掲

志賀原子力
発電所



1.1-1-30

志賀原子力
発電所

30km

補足資料1.1-1 能登半島の地質・地質構造に関する文献調査

1.1-1(11)  能登半島周辺の活断層（宮内ほか，2025：日本の活断層総覧）

0 50km

＜凡例＞



補足資料２．１－１

敷地周辺断層のM-Δ図

2.1-1-1



2.1-1-2

No. 名称 長さ※1 マグニチュード※2 敷地からの距離※3

敷
地
近
傍
陸
域

① 福浦断層 3.2km 5.7 1.3km

② 断層o 0.27km

－

1.2km

③

和光台南の断層 [2km] 2.9km

高ツボリ山東方リニアメント [3.4km] 2.9km

高ツボリ山北西方Ⅰリニアメント [0.5km] 3.7km

高ツボリ山北西方Ⅱリニアメント [0.8km] 3.8km

④ 長田付近の断層 [2.5km] 3.7km

敷
地
周
辺
陸
域

⑤ 高浜断層 [3km] 5.6 7.4km

⑥ 富来川南岸断層 9.0km 6.4 10km

⑦ 矢駄リニアメント [6.8km] 6.2 11km

⑧ 谷内西方の断層 [2km] 5.3 12km

⑨ 酒見断層 11.0km 6.6 14km

⑩ 高爪山西方の断層 [1.5km] 5.1 16km

⑪ 横田付近の断層 [2.5km] 5.5 13km

⑫ 西谷内リニアメント [3.3km] 5.7 13km

⑬ 田尻滝西方の断層 [2km] 5.3 14km

⑭ 二口西方の断層 [1km] 4.8 14km

⑮ 越ヶ口西方の断層 [0.5km] 4.3 15km

⑯ 別所付近の断層 [1.7km] 5.2 15km

⑰ 小牧断層 [1.7km] 5.2 15km

⑱ 瀬嵐断層 [1km] 4.8 15km

⑲ 鹿島台リニアメント [0.6km] 4.5 15km

⑳ 眉丈山第1断層 [9km] 6.4 15km

㉑ 眉丈山第2断層 23.0km 7.1 15km

㉒ 徳田北方の断層 [3.4km] 5.7 20km

㉓ 富来川断層 5.6km 6.1 19km

㉔ 鹿島西断層 [4.4km] 5.9 20km

㉕ 緑ヶ丘リニアメント [5.2km] 6.0 21km

㉖ 曽福リニアメント [2.9km] 5.6 21km

㉗ 邑知潟南縁断層帯 44.3km 7.6 25km

㉘ 西中尾リニアメント [11km] 6.6 23km

㉙ 下唐川リニアメント [3.3km] 5.7 23km

㉚ 小又西方の断層 [2.5km] 5.5 26km

㉛ 原断層 [1.5km] 5.1 27km

㉜ 能都断層帯 20.9km 7.0 36km

※1：[ ]内の長さはリニアメント・変動地形または文献に示された長さ
※2：Mは，松田（1975）による断層長さとマグニチュードの関係式による。
※3：敷地と断層の両端点を結んだ線分の中点の距離から算出

後期更新世以降の活動が否定できない断層等①

後期更新世以降の活動が認められない断層等①

対応する断層が認められない①

断層評価結果

志賀原子力発電所

多田

野寺

30km

① ④
③

⑬⑮
⑭

⑯

⑰

⑱

⑲

⑳

㉛

敷地周辺陸域（半径30km範囲）の断層分布図

凡 例

リニアメント・変動地形は判読されないが，
文献に図示された主な断層等

補足資料2.1-1 敷地周辺断層のM-Δ図

2.1-1（1）敷地周辺陸域（半径30km範囲）の断層評価概要

②

第1371回審査会合 資料1-2
P.2.1-1-2 再掲



2.1-1-3

【Ｍ－Δ図（敷地周辺陸域（半径30km範囲）の断層）】

・この図は，断層長さから推定されるマグニチュード（M）と敷地からの距離（Δ）の関係から，各断層による
敷地への影響を簡易的に比較するために作成したものである。

・地震動評価では，孤立した短い活断層として評価している断層については審査ガイドを踏まえ，地震発
生層を飽和する断層面を考慮してMを設定するが，ここでは全ての断層等について松田（1975）による断
層長さとマグニチュードの関係式によりMを算出した。

・Ⅳ，Ⅴ，Ⅵは，旧気象庁震度階級で，震度の境界線は村松（1969），勝又・徳永（1971）による。

※1：敷地と断層の両端点を結んだ線分の中点の距離から算出。

※2：小牧断層は別所付近の断層の●と重なっているが，「後期
更新世以降の活動が認められない断層等（●）」と評価。

敷地からの距離 Δ※1（km）

マ
グ

ニ
チ

ュ
ー

ド
M

【凡 例】

後期更新世以降の活動が否定できない断層等

後期更新世以降の活動が認められない断層等

対応する断層が認められない

≪断層名≫
赤字：調査の結果，後期更新世以降の活動が否定できない断層等と評価した断層※3

青字：調査の結果，後期更新世以降の活動が認められない断層等と評価した断層
黒字：調査の結果，対応する断層が認められないと評価した断層

※3：後期更新世以降の活動が否定できない断層等のうち，断層名に赤下線付の表記をしているもの
は，地表トレースの長さから推定されるマグニチュード（M）を示しているが，地震動評価にあたっ
ては孤立した短い活断層として評価を行う。

≪マーカー≫

Ⅳ

Ⅴ

Ⅵ

①福浦断層
⑤高浜断層

⑥富来川南岸断層

⑦矢駄リニアメント

⑧谷内西方の断層

⑨酒見断層

⑩高爪山西方の断層

⑪横田付近の断層

⑫西谷内リニアメント

⑬田尻滝西方の断層

⑯別所付近の断層，⑰小牧断層※2

⑱瀬嵐断層

㉕緑ヶ丘リニアメント
⑳眉丈山第1断層

㉑眉丈山第2断層

㉒徳田北方の断層

㉓富来川断層

㉔鹿島西断層

⑭二口西方の断層 ⑮越ヶ口西方の断層

㉖曽福リニアメント

㉘西中尾リニアメント

㉜能都断層帯

㉙下唐川リニアメント

㉛原断層

㉚小又西方の断層

⑲鹿島台リニアメント

㉗邑知潟南縁断層帯

補足資料2.1-1 敷地周辺断層のM-Δ図 第1371回審査会合 資料1-2
P.2.1-1-3 再掲



2.1-1-4

※1：Mは，松田（1975）による断層長さとマグニチュードの関係式による。
※2：敷地と断層の両端点を結んだ線分の中点の距離から算出。

No. 名称 長さ
連動の評価

（政府機関による
評価を反映）

マグニチュー
ド※1 敷地からの距離※2

敷
地
周
辺
陸
域

Ⅰ
砺波平野断層帯
（西部）

26km 7.2 49km

Ⅱ 森本・富樫断層帯 30km 7.3 55km

Ⅲ
砺波平野断層帯
（東部）

30km 7.3 57km

Ⅳ 呉羽山断層帯 35km 7.4 60km

Ⅴ 牛首断層帯 78km 8.0 80km

Ⅵ 跡津川断層帯 69km 7.9 85km

Ⅶ 御母衣断層 74km 7.9 94km

Ⅷ
福井平野東縁断層
帯

45km 7.6 100km

Ⅸ
糸魚川－静岡構造
線活断層系（北部）

50km

糸魚川－静岡
構造線活断層

系
158km

8.5 165km

Ⅹ
糸魚川－静岡構造
線活断層系（中北
部）

45km

ⅩI
糸魚川－静岡構造
線活断層系（中南
部）

33km

ⅩII
糸魚川－静岡構造
線活断層系（南部）

48km

後期更新世以降の活動が否定できない断層等①

断層評価結果

敷地周辺陸域（半径30km以遠）の断層分布図

補足資料2.1-1 敷地周辺断層のM-Δ図

2.1-1（2）敷地周辺陸域（半径30km以遠）の断層評価概要
第1371回審査会合 資料1-2

P.2.1-1-4 再掲

30km

※3

凡 例

文献による断層

国土地理院「活断層図（都市圏活断層図）」による活断層

地震調査委員会「主要活断層帯の長期評価」による主要活断層帯

文部科学省研究開発局・国立大学法人京都大学防災研究所
（2023)による断層

「日本の活断層総覧」（宮内ほか，2025）による活断層



2.1-1-5

【Ｍ－Δ図（敷地周辺陸域（半径30km以遠）の断層）】

・この図は，断層長さから推定されるマグニチュード（M）と敷地からの距離（Δ）の関係から，各断層による
敷地への影響を簡易的に比較するために作成したものである。

・Mは，松田（1975）による断層長さとマグニチュードの関係式による。
・Ⅳ，Ⅴ，Ⅵは，旧気象庁震度階級で，震度の境界線は村松（1969），勝又・徳永（1971）による。

※：敷地と断層の両端点を結んだ線分の中点の距離から算出。

敷地からの距離 Δ※（km）

マ
グ

ニ
チ

ュ
ー

ド
M

【凡 例】

後期更新世以降の活動が否定できない断層等

≪断層名≫
赤字：調査の結果，後期更新世以降の活動が否定できない断層等と評価した断層

≪マーカー≫

Ⅲ 砺波平野断層帯（東部）

Ⅳ 呉羽山断層帯

Ⅷ 福井平野東縁断層帯

Ⅶ 御母衣断層

Ⅵ 跡津川断層帯

Ⅴ 牛首断層帯

Ⅸ～Ⅻ 糸魚川－静岡構造線活断層系

Ⅳ

Ⅴ

Ⅵ

Ⅰ砺波平野断層帯（西部）

Ⅱ森本・富樫断層帯

補足資料2.1-1 敷地周辺断層のM-Δ図 第1371回審査会合 資料1-2
P.2.1-1-5 再掲



2.1-1-6

No. 名称 長さ※1

連動の評価
（政府機関による評

価を反映）

マグニ
チュード※2

敷地からの距離
※3

敷
地
近
傍
海
域

Ⓐ 兜岩沖断層 4.0km 5.8 4.0km

Ⓑ 碁盤島沖断層 4.9km 6.0 5.5km

敷
地
周
辺
海
域

Ⓒ 海士岬沖断層帯 22.7km 7.1 17km

Ⓓ 笹波沖断層帯（東部） 20.6km
笹波沖断層帯（全長）

45.5km
7.6 17km

Ⓔ 笹波沖断層帯（西部） 25.3km

Ⓕ 羽咋沖東撓曲 33.6km 7.4 20km

Ⓖ 能登島半の浦断層帯 11.6km 6.6 21km

Ⓗ 無関断層 [0.5km] 4.3 21km

Ⓘ 島別所北リニアメント [2.2km] 5.4 24km

Ⓙ
七尾湾調査
海域の断層

N-1断層 2.0km 5.3 25km

N-2断層 2.0km 5.3 26km

N-8断層 4.5km 5.9 24km

Ⓚ 徳山ほか（2001）の断層 [26km] 7.2 21km

Ⓛ 鈴木（1979）の断層 [13km] 6.7 22km

Ⓜ 羽咋沖西撓曲 23.0km 7.1 24km

Ⓝ 田中（1979）の断層 [16km] 6.8 25km

Ⓞ 前ノ瀬東方断層帯 35.6km 7.4 25km

※1：[ ]内の長さはリニアメント・変動地形または文献に示された長さ
※2：Mは，松田（1975）による断層長さとマグニチュードの関係式による。
※3：敷地と断層の両端点を結んだ線分の中点の距離から算出

後期更新世以降の活動が否定できない断層等①

後期更新世以降の活動が認められない断層等①

対応する断層が認められない①

断層評価結果

敷地周辺海域（半径30km範囲）の断層分布図

Ⓐ

ⒻⓂ

30km

5km

志賀原子力発電所

Ⓗ

Ⓙ
Ⓖ

リニアメント・変動地形は判読
されないが，文献に図示され
た主な断層等

凡 例

補足資料2.1-1 敷地周辺断層のM-Δ図

2.1-1（3）敷地周辺海域（半径30km範囲）の断層評価概要
第1371回審査会合 資料1-2

P.2.1-1-6 再掲



Ⅳ

Ⅴ

Ⅵ

2.1-1-7

【Ｍ－Δ図（敷地周辺海域（半径30km範囲）の断層）】

・この図は，断層長さから推定されるマグニチュード（M）と敷地からの距離（Δ）の関係から，各断層による
敷地への影響を簡易的に比較するために作成したものである。

・地震動評価では，孤立した短い活断層として評価している断層については審査ガイドを踏まえ，地震発
生層を飽和する断層面を考慮してMを設定するが，ここでは全ての断層等について松田（1975）による断
層長さとマグニチュードの関係式によりMを算出した。

・Ⅳ，Ⅴ，Ⅵは，旧気象庁震度階級で，震度の境界線は村松（1969），勝又・徳永（1971）による。

※1：敷地と断層の両端点を結んだ線分の中点の距離から算出。敷地からの距離 Δ※1（km）

マ
グ

ニ
チ

ュ
ー

ド
M

【凡 例】

後期更新世以降の活動が否定できない断層等

後期更新世以降の活動が認められない断層等

対応する断層が認められない

≪断層名≫
赤字：調査の結果，後期更新世以降の活動が否定できない断層等と評価した断層※2

青字：調査の結果，後期更新世以降の活動が認められない断層等と評価した断層
黒字：調査の結果，対応する断層が認められないと評価した断層

※2：後期更新世以降の活動が否定できない断層等のうち，断層名に赤下線付の表記をしているものは
，地表トレースの長さから推定されるマグニチュード（M）を示しているが，地震動評価にあたっては
孤立した短い活断層として評価を行う。

≪マーカー≫

Ⓐ 兜岩沖断層

Ⓑ 碁盤島沖断層

Ⓕ 羽咋沖東撓曲

Ⓚ 徳山ほか（2001）の断層

Ⓛ 鈴木（1979）の断層

Ⓝ 田中（1979）の断層

Ⓜ 羽咋沖西撓曲

Ⓞ 前ノ瀬東方断層帯

Ⓙ N-8断層

Ⓗ 無関断層

Ⓙ N-2断層

Ⓙ N-1断層

Ⓖ 能登島半の浦断層帯

Ⓘ 島別所北リニアメント

Ⓓ～Ⓔ 笹波沖断層帯（全長）

Ⓒ 海士岬沖断層帯

補足資料2.1-1 敷地周辺断層のM-Δ図 第1371回審査会合 資料1-2
P.2.1-1-7 再掲
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※1：[ ]内の長さは文献に示された長さ
※2：Mは，松田（1975）による断層長さとマグニチュードの関係式による。
※3：敷地と断層の両端点を結んだ線分の中点の距離から算出

後期更新世以降の活動が否定できない断層等①

後期更新世以降の活動が認められない断層等①

対応する断層が認められない①

断層評価結果

敷地周辺海域（半径30km以遠）の断層分布図

No. 名称※1 長さ※2 連動の評価
（政府機関による評価を反映）

マグニ
チュード※2

敷地から
の距離※3

敷
地
周
辺
海
域

ⓐ FU2（鈴木(1979)で示された断層） [60km] 7.8 32km

ⓑ

お き の せ

沖ノ瀬断層（地震調査委員会（2024a）で示
された断層）

16km 6.8 35㎞

ⓒ
さるやまみさきいせい

猿山岬以西の断層 [24km] 7.1 36km

ⓓ
さるやまみさきほっぽうおき

猿山岬北方沖断層 41km 7.5 51km

ⓔ KZ3（文科省ほか（2015）で示された断層） 17km
KZ3・KZ4
47km

7.6 51㎞

ⓕ KZ4（文科省ほか（2015）で示された断層） 30km

ⓖ
とやまわんにしがわかいいき

富山湾西側海域断層（南部） 22km

富山湾西側海域断層
84 km

8.0 53kmⓗ
とやまわんにしがわかいいき

富山湾西側海域断層（北部） 7.0km

ⓘ TB3 [24km]

ⓙ FU1（鈴木(1979)で示された断層） [63km] 7.8 61km

ⓚ
うおづ

魚津断層帯 40km 7.5 63km

ⓛ
さるやまおき

猿山沖セグメント 28km

能登半島北部沿岸域断層帯
96 km

8.1 65km
ⓜ

わじまおき

輪島沖セグメント 28km

ⓝ
すずおき

珠洲沖セグメント 26km

ⓞ
ろっこう

禄剛セグメント 28km

ⓟ KZ6（文科省ほか（2015）で示された断層） 26km 7.2 76km

ⓠ KZ5（文科省ほか（2015）で示された断層） 29km 7.3 80km

ⓡ

の と は ん と う ほっぽうおき

能登半島北方沖断層（地震調査委員会
（2024a）で示された断層）

31km 7.3 82km

ⓢ NT1（文科省ほか（2015）で示された断層） 67km 7.9 99km

ⓣ TB5（文科省ほか（2015）で示された断層） 29km

能登半島東方沖の断層
90 km

8.1 106km
ⓤ TB6（文科省ほか（2015）で示された断層） 17km

ⓥ JO1（文科省ほか（2015）で示された断層） 22km

ⓦ JO2（文科省ほか（2015）で示された断層） 28km

ⓧ JO3（文科省ほか（2015）で示された断層） 17km

ⓨ FU1（文科省ほか（2015）で示された断層） 6.7km
石川県西方沖の断層

65 km
7.9 106kmⓩ FU2（文科省ほか（2015）で示された断層） 21km

ab FU3（文科省ほか（2015）で示された断層） 21km

ac NT2・NT3 64km 7.8 126km

補足資料2.1-1 敷地周辺断層のM-Δ図

2.1-1（4）敷地周辺海域（半径30km以遠）の断層評価概要
第1371回審査会合 資料1-2

P.2.1-1-8 再掲
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ⓜ
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ⓧ

ⓦ
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ⓨ

ⓩ

ab

ac

ⓚ

志賀原子力発電所
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ⓡ



Ⅳ

Ⅴ

Ⅵ

2.1-1-9

【Ｍ－Δ図（敷地周辺海域（半径30km以遠）の断層）】

・この図は，断層長さから推定されるマグニチュード（M）と敷地からの距離（Δ）の関係から，各断層による
敷地への影響を簡易的に比較するために作成したものである。

・Mは，松田（1975）による断層長さとマグニチュードの関係式による。
・Ⅳ，Ⅴ，Ⅵは，旧気象庁震度階級で，震度の境界線は村松（1969），勝又・徳永（1971）による。

※：敷地と断層の両端点を結んだ線分の中点の距離から算出。
敷地からの距離 Δ※（km）

マ
グ

ニ
チ

ュ
ー

ド
M

ⓐ ＦＵ2

ⓛ～ⓞ 能登半島北部沿岸域断層帯

ⓨ～ab 石川県西方沖の断層

ⓣ～ⓧ 能登半島東方沖の断層

【凡 例】

後期更新世以降の活動が否定できない断層等

後期更新世以降の活動が認められない断層等

対応する断層が認められない

≪断層名≫
赤字：調査の結果，後期更新世以降の活動が否定できない断層等と評価した断層
青字：調査の結果，後期更新世以降の活動が認められない断層等と評価した断層
黒字：調査の結果，対応する断層が認められないと評価した断層

≪マーカー≫

ⓒ 猿山岬以西の断層

ⓙ ＦＵ1

ⓟ KZ6

ⓠ KZ5

ⓢ NT1

ⓓ 猿山岬北方沖断層

ⓔ～ⓕ KZ3・KZ4

ⓚ 魚津断層帯

ac NT2・NT3

ⓖ～ⓘ 富山湾西側海域断層帯

ⓡ 能登半島北方沖断層

ⓑ 沖ノ瀬断層

補足資料2.1-1 敷地周辺断層のM-Δ図 第1371回審査会合 資料1-2
P.2.1-1-9 再掲
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・この図は，断層長さから推定されるマグニチュード（M）と敷地からの距離（Δ）の関係から，各断層による
敷地への影響を簡易的に比較するために作成したものである。

・Mは，松田（1975）による断層長さとマグニチュードの関係式による。
・Ⅳ，Ⅴ，Ⅵは，旧気象庁震度階級で，震度の境界線は村松（1969），勝又・徳永（1971）による。

Ⅳ

Ⅴ

Ⅵ

敷地からの距離 Δ※1（km）

マ
グ

ニ
チ

ュ
ー

ド
M

①福浦断層

④高浜断層

⑤富来川南岸断層

⑥矢駄リニアメント

⑦谷内西方の断層

⑧酒見断層

⑨高爪山西方の断層

⑩横田付近の断層

⑪西谷内リニアメント

⑫田尻滝西方の断層

⑮別所付近の断層，⑯小牧断層※2

⑰瀬嵐断層

㉔緑ヶ丘リニアメント

⑲眉丈山第1断層

⑳眉丈山第2断層

㉑徳田北方の断層

㉒富来川断層

㉓鹿島西断層

⑬二口西方の断層

⑭越ヶ口西方の断層

㉕曽福リニアメント

㉗西中尾リニアメント

㉖邑知潟南縁断層帯

㉛能都断層帯

㉘下唐川リニアメント

㉚原断層

㉙小又西方の断層

⑱鹿島台リニアメント

Ⅲ 砺波平野断層帯（東部）
Ⅱ 森本・富樫断層帯

Ⅳ 呉羽山断層帯

Ⅷ 福井平野東縁断層帯

Ⅶ 御母衣断層

Ⅵ 跡津川断層帯

Ⅴ 牛首断層帯

Ⅸ～Ⅻ 糸魚川－静岡構造線活断層系

Ⓐ 兜岩沖断層

Ⓑ 碁盤島沖断層

Ⓕ 羽咋沖東撓曲

Ⓚ 徳山ほか（2001）の断層

Ⓛ 鈴木（1979）の断層

Ⓝ 田中（1979）の断層

Ⓜ 羽咋沖西撓曲

Ⓞ 前ノ瀬東方断層帯

Ⓓ～Ⓔ 笹波沖断層帯（全長）

Ⓙ N-8断層

Ⓗ 無関断層

Ⓙ N-2断層

Ⓙ N-1断層

Ⓖ 能登島半の浦断層帯

Ⓘ 島別所北リニアメント

ⓐ ＦＵ2 ⓘ ＦＵ1

ⓒ 猿山岬以西の断層

ⓓ 猿山岬北方沖断層

ⓟ KZ6

※1：敷地と断層の両端点を結んだ線分の中点の距離から算出。
※2：小牧断層は別所付近の断層の●と重なっているが，「後期更新世以降の活動が認められない断層等（●）」と評価。

【凡 例】

陸域の断層 後期更新世以降の活動が否定できない断層等

後期更新世以降の活動が認められない断層等

対応する断層が認められない

≪断層名≫
赤字：調査の結果，後期更新世以降の活動が否定できない断層等と評価した断層※

青字：調査の結果，後期更新世以降の活動が認められない断層等と評価した断層
黒字：調査の結果，対応する断層が認められないと評価した断層

※後期更新世以降の活動が否定できない断層等のうち，断層名に赤下線付の表記をしているものは，
地表トレースの長さから推定されるマグニチュード（M）を示しているが，地震動評価にあたっては孤立
した短い活断層として評価を行う。

≪マーカー：形状≫

海域の断層

≪マーカー：色≫

ⓖ～ⓘ 富山湾西側海域断層帯

ⓛ～ⓞ 能登半島北部沿岸域断層帯

ⓢ NT1

ⓣ～ⓧ 能登半島東方沖の断層

ⓚ 魚津断層帯

ⓠ KZ5 ⓡ 能登半島北方沖断層

ⓔ～ⓕ KZ3・KZ4

ⓑ 沖ノ瀬断層

ac NT2・NT3

ⓨ～ab 石川県西方沖の断層

Ⅰ 砺波平野断層帯（西部）

Ⓒ 海士岬沖断層帯

補足資料2.1-1 敷地周辺断層のM-Δ図

2.1-1（5）敷地周辺断層のM-Δ図
第1371回審査会合 資料1-2

P.2.1-1-10 再掲
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補足資料２．５－５

呉羽山断層帯の調査データ



補足資料2.5-5 呉羽山断層帯の調査データ

2.5-5(1) 呉羽山断層帯の評価結果
【文献調査】（補足資料2.5-5（2））

○地震調査委員会（2008b）は，富山平野西縁の富山県富山市八尾町から富山湾まで達している断層帯を呉羽山断層帯としている。長さは約22km以上で，概ね北北
東－南南西方向に延び，断層の北西側が南東側に対し相対的に隆起する逆断層としており，最新活動は約3千5百年前以後，7世紀以前であった可能性があるとし
ている。

○「都市圏活断層図」(堤ほか，2002)は，地震調査委員会（2008b）とほぼ同じ位置に呉羽山断層（長さ約22km）を図示している。

○富山大学・地域地盤環境研究所（2011）は，陸域の呉羽山断層の海域延長部に関して，海岸から北東に連続する背斜構造を示しており，陸域部を含めた約34.5km
を呉羽山断層帯としている。

○「日本の活断層総覧」（宮内ほか，2025）は，地震調査委員会（2008b）とほぼ同じ位置に呉羽山断層帯（長さ約17km）を図示している。

第1328回審査会合 資料1-2
P.2.7-5-2 一部修正

■北東端(補足資料2.5-5（4) P.2.5-5-10）

○地震調査委員会（2008b）は，富山市北
東の富山湾の海岸を呉羽山断層帯の
北東端としている。

○富山大学・地域地盤環境研究所（2011）
は，地震調査委員会（2008b）のさらに北
東方の海域延長部まで呉羽山断層帯を
図示しており，最も北東方に長く示され
ている（右図）。

→富山大学・地域地盤環境研究所(2011)
が図示する断層の北東端を呉羽山断層
帯の北東端と評価。

■南西端(補足資料2.5-5（4) P.2.5-5-10)

○地震調査委員会（2008b）は，富山市八
尾町付近を呉羽山断層帯の南西端とし
ている。

○宮内ほか（2025）は，地震調査委員会
（2008b）のさらに南方まで呉羽山断層帯
を図示しており，最も南西方に長く示さ
れている（右図）。

→宮内ほか（2025）が図示する断層の南西
端を呉羽山断層帯の南西端と評価。

⇒最も北東方に長く示されている富山大
学・地域地盤環境研究所(2011)が図示
する呉羽山断層帯の北東端から，最も
南西方に長く示されている宮内ほか
（2025）が図示する呉羽山断層帯の南
西端までの長さ約35km区間を評価。

長さの評価

呉羽山断層帯は後期更新世以降の活動が否定できず，
その長さとして約35km区間※を評価する。

○地震調査委員会（2008b）は，
産業技術総合研究所(2007)
の，安田城址，丘の夢牧場
のボーリング，トレンチ，ピッ
ト調査を踏まえ，最新活動時
期は約3千5百年前以後，7世
紀以前の可能性があるとし
ている（補足資料2.5-5（3）
P.2.5-5-5～7）。

○富山大学・地域地盤環境研究
所（2011）は，断層帯北部の
陸域において，群列ボーリン
グと既存ボーリングを合わせ
て検討を行い，最新活動時
期はBC2285～562ADとして
いる（補足資料2.5-5（3）
P.2.5-5-8）。

○地震調査委員会（2008b）は，
富山県(1997)の反射法弾性
波探査を踏まえ，断層面の
傾斜は深さ1000mより浅い部
分では約45°北西傾斜と推
定している（補足資料2.5-5
（3）P.2.5-5-9） 。

⇒文献調査の結果，呉羽山断
層帯は，走向がNE-SW方向，
傾斜が北西傾斜（約45°）の
断層帯と推定され，後期更新
世以降の活動が否定できな
いと評価。

活動性評価

紫字：第1328回審査会合以降に変更した箇所

位置図
(活断層図(都市圏活断層図)(堤ほか，2002，2003; 後藤ほか，2015，2020; 宮内

ほか，2019; 田力ほか，2019; 基図は地理院地図)に一部加筆)

地震調査委員会(2008)トレース
都市圏活断層図(堤ほか，2002)トレース
（赤線：活断層，黒線：推定活断層）

文献によるボーリング調査，ピット調査，トレ
ンチ調査及び反射法弾性波探査位置

位置図

左図拡大
範囲

志賀原子力
発電所

0 50㎞

海 域

断層位置
推定区間

呉
羽
山
断
層

(堤
ほ
か
，
20
02
)※

※南端は
図幅の
境界

丘の夢牧場

やすだ

安田城址，
反射法弾性波探査測線

やつお

八尾町

東富山

富山湾

富山大学・地域地盤環境研究所（2011）

陸 域

富山平野

北東端

南西端

傾斜方向

宮内ほか（2025) トレース
（青線：活断層，紫線：推定活断層）

呉
羽
山
断
層
帯

(宮
内
ほ
か
，

20
25

)

2.5-5-2

くれはやま

呉羽山断層帯
約35km※

呉
羽
山
断
層
帯

(地
震
調
査
委
員
会
，

20
08

b)

①

②

③

※：呉羽山断層帯は，走向変化が大きく，富山大学・
地域地盤環境研究所（2011）及び宮内ほか
（2025）は，断層長さの算出にあたり，中間点を設
けていると推定されることから，当社の断層長さ
の評価にあたっても，図中の①-②間と②-③間の
断層長さを足して算出している。



○地震調査委員会（2008b）は，富山平野西縁の富山県富山市八尾町から
富山湾まで達している断層帯を呉羽山断層帯としている。長さは約22km
以上で，概ね北北東－南南西方向に延び，断層の北西側が南東側に対
し相対的に隆起する逆断層としており，最新活動は約3千5百年前以後，
7世紀以前であった可能性があるとしている。

○地震調査委員会（2008b）は，「新編 日本の活断層」（活断層研究会，
1991）や「活断層詳細デジタルマップ」（中田・今泉，2002），「都市圏活断
層図」（堤ほか，2002）等の文献を引用しており，これらの内容を踏まえた
結果になっていると考えられる。

○「新編 日本の活断層」(活断層研究会，1991)は，地震調査委員会
（2008b）とほぼ同じ位置に呉羽山断層(確実度Ⅰ，南東側低下)及び友坂
断層(確実度Ⅰ，西側低下)を図示している。呉羽山断層はNE－SW走向，
長さ9km，活動度Ｂ，北西側の呉羽山礫層の基底等が隆起，友坂断層は
NNE-SSW走向，長さ4km，活動度Ｂ，東側の高位面が隆起と記載してい
る。

○「都市圏活断層図」(堤ほか，2002)は，地震調査委員会（2008b）とほぼ同
じ位置に呉羽山断層（長さ約22km）を図示している。

○「活断層詳細デジタルマップ［新編］」(今泉ほか，2018)は，地震調査委員
会（2008b） とほぼ同じ位置に活断層を図示し，長さ約20 kmで南北方向
に延びる北西傾斜で北西側隆起の逆断層帯としている。平均上下変位
速度は0.6ｍ/千年程度と見積もられており，最新活動は7世紀以前3500
年前以後，活動間隔は3000～5000年と推定されているとしている。なお，
「活断層詳細デジタルマップ[新編]」（今泉ほか，2018）に示されている断
層の位置及びトレースは，旧版である「活断層詳細デジタルマップ」（中
田・今泉，2002）から変更されていない。

○富山大学・地域地盤環境研究所（2011）は，陸域の呉羽山断層の海域延
長部に関して，海岸から北東に連続する背斜構造を示しており，陸域部
を含めた約34.5kmを呉羽山断層帯としている。また，断層帯の最新活動
時期を，BC2285～427ADとしている。

○文科省ほか（2014）は，呉羽山断層帯の南部において高精度浅層反射法
地震探査を実施し，Ishiyama et al. (2017)はその結果を用いて，本断層
帯周辺における衝上断層に関連した複雑な構造の存在を推定している。

○竹内ほか（2023）は，堤ほか（2002），地震調査委員会（2008b），富山大
学・地域地盤環境研究所（2011）とほぼ同じ位置に呉羽山断層帯を図示
している。

○「活断層データベース」(産業技術総合研究所地質総合センター)は，呉羽
山断層帯を呉羽山活動セグメントとして図示している。

○「日本の活断層総覧」（宮内ほか，2025）は，地震調査委員会（2008b） と
ほぼ同じ位置に活断層を図示し，長さ約17kmで北西に凸の弧状をなし，
全体としては北北東－南南西方向に延びる西側隆起の逆断層帯であり，
北方延長は，富山湾底へ延伸する可能性があるので長さはそれ以上で
あるとしている。呉羽山の稜線西側の中位面（後期更新世の河成段丘）
が明瞭に北西側へ傾動しており，断層帯の南半部には，広い撓曲崖を
伴う断層変位地形が連続すると記載している。完新世低地にも変位が及
んでおり，平均変位速度は0.4～0.6m/千年で活動度はB級，最新活動は
3500年前～7世紀，活動間隔は3000～5000年と推定されている。

位置図
(活断層図(都市圏活断層図)(堤ほか，2002，2003; 後藤ほか，2015，2020; 宮内

ほか，2019; 田力ほか，2019; 基図は地理院地図)に一部加筆)

地震調査委員会（2008b）トレース

都市圏活断層図(堤ほか，2002)
トレース（赤線：活断層，黒線：
推定活断層）

海 域

2.5-5-3

陸 域

富山大学・地域地盤環境研究所（2011）

富山平野

富山湾

・活断層研究会（1991)，今泉ほか
（2018)等の文献による断層位置は
補足資料1.1-1

補足資料2.5-5 呉羽山断層帯の調査データ

2.5-5(2) 呉羽山断層帯の文献調査
第1328回審査会合 資料1-2

P.2.7-5-3 一部修正

宮内ほか（2025) トレース
（青線：活断層，紫線：推定活断層）

紫字：第1328回審査会合以降に変更した箇所



補足資料2.5-5 呉羽山断層帯の調査データ

2.5-5(3) 呉羽山断層帯の活動性

呉羽山断層帯の活動の時空間分布図（地震調査委員会（2008b）を一部修正）

海 域

東富山
ボーリング

BC2285

427AD

地震調査委員会（2008b） 富山大学・地域地盤環境研究所（2011）

位置図
(活断層図(都市圏活断層図)(堤ほか，2002，2003; 後藤ほか，2015，2020; 宮内

ほか，2019; 田力ほか，2019; 基図は地理院地図)に一部加筆)

○地震調査委員会（2008b）は，産業技術総合研究所(2007)の，安田城址，丘の夢牧場のボーリング，トレンチ，ピット調査を踏まえ，最新活動時期は約3千5百年前以
後，7世紀以前の可能性があるとしている。

○富山大学・地域地盤環境研究所（2011）は，断層帯北部の陸域において，群列ボーリングと既存ボーリングを合わせて検討を行い，最新活動時期はBC2285～427AD
としている。

○地震調査委員会（2008b）は，富山県(1997)の反射法弾性波探査を踏まえ，断層面の傾斜は深さ1000mより浅い部分では約45°北西傾斜と推定している。

2.5-5-4

陸 域

富山大学・地域地盤環境研究所（2011）地震調査委員会（2008b）トレース

都市圏活断層図(堤ほか，2002)トレース
（赤線：活断層，黒線：推定活断層）

文献によるボーリング調査，ピット調査，トレンチ
調査及び反射法弾性波探査位置

断層位置
推定区間

丘の夢牧場

安田城址，
反射法弾性波探査測線

東富山

傾斜方向

第1328回審査会合 資料1-2
P.2.7-5-4 再掲

宮内ほか（2025) トレース
（青線：活断層，紫線：推定活断層）



安田城址地点の群列ボーリング柱状断面図（産業技術総合研究所（2007）に一部加筆）

位置図
(活断層図(都市圏活断層図)(堤ほか，2002，2003; 後藤ほか，2015，2020; 
宮内ほか，2019; 田力ほか，2019; 基図は地理院地図)に一部加筆)

○産業技術総合研究所（2007）は，富山市の安田城址地点において，群列ボーリング調査を行っており，その調査結果について，地震調査委員会（2008b）は以下のよ
うに評価している。
・YA-3では標高-6.03mで基盤の第三系砂岩，YA-2では標高-7.15mから-8.55m付近に礫層のマトリクスが固結した更新世前期の呉羽山礫層に対比される可能性が
高い地層が認められるが，YA-2より南側のボーリングコアでは最下部の礫層のマトリクスは未固結であることから，断層はYA-2とYA-1の間もしくはYA-2付近を通
過していると推定される。
・最上部のSL1層とSD1層はほぼ水平に分布しているのに対し，下位のSL2層はYA-5とYA-9の間ではほぼ水平に分布するが，YA-9からYA-1にかけては基底面，上
面とも徐々に高度を上げるように分布し，その上位のSD2，SD3層にも同様の傾向が認められることから，少なくともSL2層の上部（約1万～約7千9百年前）までは断
層による変形を受けている可能性がある。
・これらのことから，本地点ではSL2層堆積後，SD1層堆積前に断層活動があったと推定される。
・SD1層からは複数の年代が得られており，この層の堆積年代はこれらの年代幅を考慮して，約2千8百年前以降，7世紀以前とする。
・以上の調査結果から，ここでは約1万年前以後，7世紀以前に少なくとも1回の断層活動があったと判断した。
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海 域 富山大学・地域地盤環境研究所（2011）

地震調査委員会（2008b）トレース

都市圏活断層図(堤ほか，2002)トレース
（赤線：活断層，黒線：推定活断層）

文献によるボーリング調査，ピット調査，トレンチ
調査及び反射法弾性波探査位置

陸 域

補足資料2.5-5 呉羽山断層帯の調査データ

2.5-5(3) 呉羽山断層帯の活動性 －ボーリング調査 (産業技術総合研究所，2007)，安田城址－

断層位置
推定区間

傾斜方向

安田城址

第1328回審査会合 資料1-2
P.2.7-5-5 再掲

宮内ほか（2025) トレース
（青線：活断層，紫線：推定活断層）



丘の夢牧場地点 トレンチ壁面のスケッチ図（産業技術総合研究所，2007）

○産業総合研究所(2007)は，富山市の丘の夢牧場地点において，数列ある逆向き低逆断層崖のうち最も主断層よりに位置する崖においてトレンチ調査を行っており，
その調査結果について，地震調査委員会（2008b）は以下のように評価している。
・グリットE3からE1の範囲では，T6層に連続する礫層中に低角な断層が認められ，この断層に沿って礫の再配列が認められ，断層の上盤側にあたるT6’層は西に傾
く堆積構造を持つ。
・断層の下盤側にはT4層とT3層が分布するが，いずれの地層も上部を直線的な境界で礫層と接していることから，低角な断層によってT6’層がT3層，T4層の上に乗
り上げていると判断される。
・したがって，断層活動の時期はT3層の年代値（約7千2百年前）以後であったと推定される。

2.5-5-6
位置図

(活断層図(都市圏活断層図)(堤ほか，2002，2003; 後藤ほか，2015，2020; 
宮内ほか，2019; 田力ほか，2019; 基図は地理院地図)に一部加筆)

海 域 富山大学・地域地盤環境研究所（2011）

地震調査委員会（2008b）トレース

都市圏活断層図(堤ほか，2002)トレース
（赤線：活断層，黒線：推定活断層）

文献によるボーリング調査，ピット調査，トレンチ
調査及び反射法弾性波探査位置

陸 域

補足資料2.5-5 呉羽山断層帯の調査データ

2.5-5(3) 呉羽山断層帯の活動性 －トレンチ調査 (産業技術総合研究所，2007)，丘の夢牧場－

断層位置
推定区間

丘の夢牧場

傾斜方向

第1328回審査会合 資料1-2
P.2.7-5-6 再掲

宮内ほか（2025) トレース
（青線：活断層，紫線：推定活断層）



丘の夢牧場地点 ピット壁面のスケッチ図（産業技術総合研究所(2007)を一部修正）

○産業総合研究所(2007)は富山市の丘の夢牧場地点において，トレンチ調査地点の約500m南方でピット調査を行っており，その調査結果について，地震調査委員会
（2008b）は以下のように評価している。
・Aピットでは，P5層を変位させるほぼ垂直な断層が認められ，断層によってP3層上面に約50㎝の落差が生じている。また北側壁面では断層の上部にV字状に落ち
込み，P1層がブロック状に落ち込んでいる。南側壁面では断層の西側にP2層等を切る開口亀裂が発達し，ここでもまたP1層が落ち込んでいる構造が認められる。
・Bピットでは，P3層，P4層を切る小断層が認められ，南側壁面のP4層にも堆積構造の乱れが認められることから，何らかの構造変形を受けている可能性が高いと
考えられる。両壁面でP3層にP1層の落ち込みを伴う開口亀裂が認められる。
・これらの亀裂の成因としては，少なくともAピットの北側壁面でみられるものは地層のずれを伴う断層に沿って形成された可能性が高いと判断される。この亀裂中に
含まれる腐植土層から得られた年代試料に基づくと，断層の活動時期は約3千5百年前以後であったと推定される。

Aピット Bピット

2.5-5-7
位置図

(活断層図(都市圏活断層図)(堤ほか，2002，2003; 後藤ほか，2015，2020; 
宮内ほか，2019; 田力ほか，2019; 基図は地理院地図)に一部加筆)

海 域 富山大学・地域地盤環境研究所（2011）

地震調査委員会（2008b）トレース

都市圏活断層図(堤ほか，2002)トレース
（赤線：活断層，黒線：推定活断層）

文献によるボーリング調査，ピット調査，トレンチ
調査及び反射法弾性波探査位置

陸 域

補足資料2.5-5 呉羽山断層帯の調査データ

2.5-5(3) 呉羽山断層帯の活動性 －ピット調査 (産業技術総合研究所，2007)，丘の夢牧場－

断層位置
推定区間

丘の夢牧場

傾斜方向

第1328回審査会合 資料1-2
P.2.7-5-7 再掲

宮内ほか（2025) トレース
（青線：活断層，紫線：推定活断層）



補足資料2.5-5 呉羽山断層帯の調査データ

2.5-5(3) 呉羽山断層帯の活動性 －ボーリング調査 (富山大学・地域地盤環境研究所，2011)，東富山－

○富山大学・地域地盤環境研究所(2011)は，断層帯北部において，断層の推定通過位置を対象に，ボーリング調査を行っている。
○このうち，東富山地区での群列ボーリングと既存ボーリングによる断面検討の結果，古地震イベントとして，2層（細～極細粒砂主体）または3層（中粒砂～粗粒砂を主
体）の堆積後に撓曲崖が形成され，その低下側に1層（シルトを主体とし腐植質シルトを挟在）を堆積したと考えられるとしている。

○また，1層，3層の年代測定結果より，古地震イベント時期をBC2285～BC2041以後，427AD～562AD以前としている。

東富山地区 群列ボーリング測線 地質解釈断面図（富山大学・地域地盤環境研究所(2011）を一部修正）

既存ボーリング群列ボーリング

←W
E→

2.5-5-8
位置図

(活断層図(都市圏活断層図)(堤ほか，2002，2003; 後藤ほか，2015，2020; 
宮内ほか，2019; 田力ほか，2019; 基図は地理院地図)に一部加筆)

海 域 富山大学・地域地盤環境研究所（2011）

地震調査委員会（2008b）トレース

都市圏活断層図(堤ほか，2002)トレース
（赤線：活断層，黒線：推定活断層）

文献によるボーリング調査，ピット調査，トレンチ
調査及び反射法弾性波探査位置

陸 域

断層位置
推定区間

東富山

傾斜方向

第1328回審査会合 資料1-2
P.2.7-5-8 再掲

宮内ほか（2025) トレース
（青線：活断層，紫線：推定活断層）



○地震調査委員会（2008b）によれば，反射法弾性波探査の結果（富山県，1997）から，断層面の傾斜は，深さ1000mよりも浅い部分では，約45°北西傾斜と推定される。
○また，地震調査委員会（2008b）によれば，反射法探査や，地質構造，変位地形（活断層研究会，1991；池田ほか編，2002；堤ほか2002など）からみて，呉羽山断層帯は，
断層帯の北西側が南東側に乗り上げる逆断層と考えられる。

呉羽山断層帯の反射法弾性波探査断面（富山県，1997）

2.5-5-9
位置図

(活断層図(都市圏活断層図)(堤ほか，2002，2003; 後藤ほか，2015，2020; 
宮内ほか，2019; 田力ほか，2019; 基図は地理院地図)に一部加筆)

海 域 富山大学・地域地盤環境研究所（2011）

地震調査委員会（2008b）トレース

都市圏活断層図(堤ほか，2002)トレース
（赤線：活断層，黒線：推定活断層）

文献によるボーリング調査，ピット調査，トレンチ
調査及び反射法弾性波探査位置

陸 域

補足資料2.5-5 呉羽山断層帯の調査データ

2.5-5(3) 呉羽山断層帯の活動性 －反射法弾性波探査(富山県，1997）－

断層位置
推定区間

反射法弾性波探査測線

傾斜方向

第1328回審査会合 資料1-2
P.2.7-5-9 再掲

宮内ほか（2025) トレース
（青線：活断層，紫線：推定活断層）



補足資料2.5-5 呉羽山断層帯の調査データ

2.5-5(4) 呉羽山断層帯の端部
■北東端
○地震調査委員会（2008b）は，富山市北東の富山湾の海岸を呉羽山断層帯の北東端としている。
○富山大学・地域地盤環境研究所（2011）は，地震調査委員会（2008b）のさらに北東方の海域延長部まで呉羽山断層帯を図示しており，最も北東方に長く示されて
いる。

■南西端
○地震調査委員会（2008b）は，富山市八尾町付近を呉羽山断層帯の南西端としている。
○宮内ほか（2025）は，地震調査委員会（2008b）のさらに南方まで呉羽山断層帯を図示しており，最も南西方に長く示されている。

南西端拡大図
(活断層図(都市圏活断層図)(堤ほか，2002; 基図は地理院地図)に一部加筆)

北東端拡大図(富山大学・地域地盤環境研究所（2011）に一部加筆)

※南端は図
幅の境界

八尾町

位置図
(活断層図(都市圏活断層図)(堤ほか，2002，2003; 後藤ほか，2015，2020; 
宮内ほか，2019; 田力ほか，2019; 基図は地理院地図)に一部加筆)

2.5-5-10

地震調査委員会(2008)トレース

都市圏活断層図(堤ほか，2002)トレース
（赤線：活断層，黒線：推定活断層）

文献によるボーリング調査，ピット調査，トレンチ調査
及び反射法弾性波探査位置

海 域

富山大学・地域地盤環境研究所（2011）

陸 域

北東端

南西端

断層位置
推定区間

丘の夢牧場

安田城址点，
反射法弾性波探査測線

東富山

傾斜方向

第1328回審査会合 資料1-2
P.2.7-5-10 一部修正

宮内ほか（2025) トレース
（青線：活断層，紫線：推定活断層）

呉
羽
山
断
層
帯

(宮
内
ほ
か
，

20
25

)

呉
羽
山
断
層
帯

(地
震
調
査
委
員
会
，

20
08

b)

呉
羽
山
断
層

(堤
ほ
か
，
20
02
)※

紫字：第1328回審査会合以降に変更した箇所

呉羽山断層帯
約35km※

①

②

③

※：呉羽山断層帯は，走向変化が大きく，富山大学・
地域地盤環境研究所（2011）及び宮内ほか
（2025）は，断層長さの算出にあたり，中間点を設
けていると推定されることから，当社の断層長さ
の評価にあたっても，図中の①-②間と②-③間の
断層長さを足して算出している。



2.6-5-1

補足資料２．６－５ 能登島半の浦断層帯
（半の浦西断層，半の浦東断層，七尾湾調査海域の断層，

須曽リニアメント，島別所南リニアメント）・
無関断層・島別所北リニアメントの調査データ



能登島半の浦断層帯・無関断層・島別所北リニアメント・七尾湾調査海域の断層の評価結果

○半の浦西断層，半の浦東断層，七尾湾調査海域の断層（N-1～N-11），須曽リニアメント，島別所南リニアメント，無関断層及び島別所北リニアメントについて，評価を行った。
○半の浦西断層及び半の浦東断層は，後期更新世以降の活動が否定できないと評価した。
○七尾湾調査海域の断層は，N-1～N-3，N-7～N-9及びN-11については後期更新世以降の活動は認められないものの，N-4～N-6及びN-10について後期更新世以降の活動が否定できないと
評価した。

○半の浦西断層及び半の浦東断層と，それらの南方延長の海域に分布し後期更新世以降の活動が否定できないN-4～N-6及びN-10と後期更新世以降の活動が認められないN-3，N-7，N-9及
びN-11は，走向及び落ちの方向が一致していることから，安全側に判断し，一連の構造（以下，「能登島半の浦断層帯」）として，約11.6ｋｍ区間を後期更新世以降の活動が否定できないと評価
した。

○須曽リニアメントについては，対応する断層が認められず，島別所南リニアメントについては，その近傍で中新統がほぼ水平に分布し，また小尾根と小河川の屈曲については組織地形である可
能性が大きい。しかし，これらは能登島半の浦断層帯に近接し，さらに須曽リニアメントはN-6と同走向であることを踏まえ，安全側に判断し， 能登島半の浦断層帯の断層活動に伴う副次的なも
のとして評価した。

○無関断層及び島別所北リニアメントは，後期更新世以降の活動が認められないと評価した。

後期更新世以降の活動が否定できない断層等

後期更新世以降の活動が認められない断層等

右図拡大範囲

凡 例

断層位置
（細線は副次的な断層と評価したもの）推定区間

断層端点

位置図

第1328回審査会合 資料1-2
P.2.4-5-2 再掲

P.176 再掲

補足資料2.6-5 能登島半の浦断層帯（半の浦西断層，半の浦東断層，七尾湾調査海域の断層，須曽リニアメント，島別所南リニアメント）・無関断層・島別所北リニアメントの調査データ

2.6-5 能登島半の浦断層帯・無関断層・島別所北リニアメントの評価結果

【
島
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所
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】
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関
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】
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島
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の
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1
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ｋ
ｍ

【
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の
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東
断
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【
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】

【
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別
所
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ト
】

七尾湾

【
須
曽
リ
ニ
ア
メ
ン
ト
】

2.6-5.1(2)
（P.2.6-5-5～11）

2.6-5.2 （P.2.6-5-39～47）

拡大位置図

2.6-5.1(3)
（P.2.6-5-12～25）

2.6-5.1(4)
（P.2.6-5-26～38）
七尾湾調査海域

2.6-5-2

推定区間：リニアメント・変動地形が判読されないが，
断層が分布する可能性がある区間

〔 宮内ほか（2025） 〕

推定活断層

傾動



2.6-5.1 能登島半の浦断層帯
（半の浦西断層，半の浦東断層，七尾湾調査海域の断層，

須曽リニアメント，島別所南リニアメント）

2.6-5-3



補足資料2.6-5 能登島半の浦断層帯（半の浦西断層，半の浦東断層，七尾湾調査海域の断層，須曽リニアメント，島別所南リニアメント）・無関断層・島別所北リニアメントの調査データ

2.6-5.1 (1-1) 能登島半の浦断層帯の評価結果 －半の浦西断層，半の浦東断層，七尾湾調査海域の断層，須曽リニアメント，島別所南リニアメント－

調査位置図

内容 位置 目的 参照頁

① 段丘面調査 能登島半の浦断層帯北方 断層の連続性を確認
補足資料2.6-5
P.2.6-5-7，8

② 反射法地震探査 能登島半の浦断層帯南方 断層の連続性を確認
補足資料2.6-5
P.2.6-5-38

③ 地表踏査 能登島半の浦断層帯周辺※ 広域的な地質分布を確認
補足資料2.6-5
P.2.6-5-10，11

④ 海上音波探査 七尾湾調査海域 断層の有無を確認
補足資料2.6-5
P.2.6-5-29～37

⑤ 重力探査 能登島半の浦断層帯周辺※ 断層の深部構造を確認
補足資料2.6-5
P.2.6-5-49

※：③，⑤は断層周辺の全域で実施

■北東端（補足資料2.6-5 2.6-5.1（5））

○半の浦西リニアメント北方延長に広く分布
する高位段丘Ⅰ面には，変位，変形は認
められない（左図中①） 。

→高位段丘Ⅰ面に変位，変形が認められな
い地点を能登島半の浦断層帯の北端と
評価。

■南西端（補足資料2.6-5 2.6-5.1（5））

○反射法地震探査結果（万行測線）により,
平野下では新第三系及び第四系に相当
する反射パターンは連続しており，明瞭な
断層や撓曲は認められない（左図中②） 。

〇万行測線周辺に位置する邑知潟南縁断
層帯とは走向及び落ち方向が一致しない
（左図中②） 。

→反射法地震探査測線（万行測線）を能登
島半の浦断層帯の南端と評価。

⇒高位段丘Ⅰ面に変位，変形が認められな
い地点から反射法地震探査（万行測線）
までの約11.6ｋｍ区間を評価。

半の浦西断層の北方の高位段丘Ⅰ面からＮ-3断層～Ｎ-7断層及びＮ-9断層～Ｎ-11断層南方の
反射法地震探査測線（万行測線）までの約11.6ｋｍ区間について，一連の構造とみなし，

後期更新世以降の活動が否定できないと評価。

能
登
島
半
の
浦
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層
帯
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1
1
.6
ｋ
ｍ

【
半
の
浦

東
断
層
】

【
半
の
浦

西
断
層
】

①

凡 例

長さの評価

・なお，重力探査の結果，半の浦西断層，半の浦東断層及び七尾湾調査海域の断層
に対応する重力異常急変部は認められない（補足資料2.6-5 P.2.6-5-49）

能登島半の浦断層帯に関する調査一覧表
の と じ ま はん うら

後期更新世以降の活動が否定できない断層等

後期更新世以降の活動が認められない断層等

推定区間

断層端点

左図拡大範囲

断層位置
（細線は副
次的な断
層と評価し
たもの）

【
島
別
所
南
リ
ニ
ア
メ
ン
ト
】

【
須
曽
リ
ニ
ア
メ
ン
ト
】

2.4-5.1 (1-1) 能登島半の浦断層帯の評価結果

半の浦西断層及び半の浦東断層の南方延長の海域に分布
するN-3～N-7及びN-9～N-11は，走向及び落ちの方向が一
致していることから，安全側に判断して，走向がN-S方向，傾
斜が西傾斜（約60°）の逆断層からなる一連の構造（能登島半
の浦断層帯）と評価。

須曽リニアメント及び島別所南リニアメントについては，能登
島半の浦断層帯に近接し，さらに須曽リニアメントはN-6と同走
向であることを踏まえ，安全側に判断し， 能登島半の浦断層
帯の断層活動に伴う副次的なものとして評価。

■半の浦西断層，半の浦東断層（補足資料2.6-5 2.6-5.1 (2) ）
⇒走向がN-S方向，傾斜が西傾斜（約60°）の逆断層と推定され，後
期更新世以降の活動が否定できないと評価（補足資料2.6-5
P.2.6-5-5）。

■須曽リニアメント，島別所南リニアメント（補足資料2.6-5 2.6-5.1
(3)）

⇒須曽リニアメントについては，対応する断層が認められず，島別所
南リニアメントについては，その近傍で中新統がほぼ水平に分布
し，また小尾根と小河川の屈曲については組織地形である可能性
が大きい（補足資料2.6-5 P.2.6-5-12）。

■七尾湾調査海域の断層（補足資料2.6-5 2.6-5.1 (4)）
⇒N-1～N-3，N-7～N-9及びN-11は，後期更新世以降の活動は認
められないと評価（補足資料2.6-5 P.2.6-5-26） 。

N-4～N-6及びN-10は，後期更新世以降の活動が否定できないと
評価（補足資料2.6-5 P. 2.6-5-26）。

活動性評価

七尾湾調査海域 2.6-5-4

傾斜方向

第1328回審査会合 資料1-2
P.2.4-5-4 再掲



調査位置図

補足資料2.6-5 能登島半の浦断層帯（半の浦西断層，半の浦東断層，七尾湾調査海域の断層，須曽リニアメント，島別所南リニアメント）・無関断層・島別所北リニアメントの調査データ

2.6-5.1 (2-1) 半の浦西断層，半の浦東断層の評価結果

左図拡大
範囲

【文献調査】（P.2.6-5-6）
○太田ほか（1976）は，半の浦西断層を図示し，長さ1.8km，西側の海成段丘Ｈ3面が12m隆起，活動度C，西側隆起の逆断層と記載している。また，半の浦東断層については，長さ

1.4km，西側の海成段丘Ｈ3面が8m隆起，活動度C，海成段丘堆積層の急傾斜露頭と安山岩溶岩を切る断層露頭（南北走向，60°で西傾斜）を記載している。
○活断層研究会（1991）は，半の浦西断層（確実度Ⅰ，東側低下）を図示し，N-S走向，長さ2km，活動度C，西側の海成段丘H1面及びH3面が12m隆起と記載している。
また，半の浦東断層（確実度Ⅰ，東側低下）を図示し，N-S走向，長さ1km，活動度C，西側の海成段丘H２面が8m隆起と記載している。

○今泉ほか（2018）及び宮内ほか（2025）は，半の浦西断層及び半の浦東断層とほぼ同じ位置に，推定活断層を図示している。

【空中写真判読】（P.2.6-5-7）
○文献が図示している半の浦西断層とほぼ同じ区間の約1.8km区間に，高位段丘Ⅲ面分布域の逆向き崖や高位段丘Ⅲ面の西側への増傾斜からなるCランクのリニアメント・変動
地形（半の浦西リニアメント）を判読した。また，文献が図示している半の浦東断層とほぼ同じ区間の約1.1km区間に，高位段丘Ⅲ面分布域での逆向きの低崖及び直線状の谷か
らなるCランク及びDランクのリニアメント・変動地形（半の浦東リニアメント）を判読した。

内容 位置 目的 参照頁

① 文献調査
はん うらにし はん うらひがし

半の浦西・半の浦東断層 断層の活動性評価 P.2.6-5-6

② 地表踏査
はん うらにし

半の浦西リニアメント東方 断層の活動性評価 P.2.6-5-11

③ 段丘面調査
はん うらにし

半の浦西リニアメント北方 断層の連続性を確認 P.2.6-5-7，8

④ 段丘面調査
はん うらにし

半の浦西リニアメント南方 断層の連続性を確認 P.2.6-5-7，8

⑤ 地表踏査
はん うらにし はん うらひがし

半の浦西・半の浦東断層周辺※ 広域的な地質分布を確認 P.2.6-5-10

⑥ 重力探査
はん うらにし はん うらひがし

半の浦西・半の浦東断層周辺※ 断層の深部構造を確認 P.2.6-5-49

半の浦西・半の浦東断層に関する調査一覧表

○高位段丘Ⅲ面分布域の逆向き崖や高位段丘Ⅲ面の西側への増傾
斜からなるリニアメント・変動地形が判読され，変動地形の可能性が
ある。

○太田ほか（1976）は半の浦東断層について安山岩溶岩を切る断層露
頭（南北走向，60°で西傾斜）を記載している（右図中①）。

○半の浦西リニアメント東方では，高位段丘Ⅱ面堆積層に変位を与え
る断層露頭が確認され，半の浦西リニアメントと関連する構造の可
能性がある（右図中②）。

⇒文献調査及び空中写真判読の結果，半の浦西断層及び半の浦東
断層は，走向がN-S方向，傾斜が西傾斜（約60°）の逆断層と推定
され，後期更新世以降の活動が否定できないと評価。

活動性評価（半の浦西断層及び半の浦東断層）

※：⑤～⑥は断層周辺の全域で実施

・半の浦西リニアメント北方延長に広く分布する高位段丘Ⅰ面には，変位，変形は
認められず（図中③），南方延長に分布する高位段丘Ⅰ面及び中位段丘Ⅰ面には，
半の浦西リニアメントの延長位置を挟んで，リニアメント・変動地形の低下側（東
側）が低くなるような傾向は認められない（図中④）。

・なお，重力探査の結果，半の浦西断層及び半の浦東断層に対応する重力異常急
変部は認められない（P.2.6-5-49）。

位置図
凡 例

推定区間

断層確認位置
断層位置
（細線は副次的な断層と評価したもの）
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〔 宮内ほか（2025） 〕

推定活断層

傾動

紫字：第1328回審査会合以降に変更した箇所



位置図

右図拡大範囲

○太田ほか（1976）は，半の浦西断層を図示し，長さ1.8km，西側の海成段丘Ｈ3面
※1が12m隆起，活動度Ｃ，西側隆起の逆断層と記載している。また，半の浦東断層については，長さ1.4km，西側

の海成段丘Ｈ3面
※1が8m隆起，活動度C，海成段丘堆積層の急傾斜露頭と安山岩溶岩を切る断層露頭（南北走向，60°で西傾斜，下図に露頭位置を図示）を記載している。

○ 「新編 日本の活断層」（活断層研究会，1991）は，敷地から約21km北東に，半の浦西断層（確実度Ⅰ，東側低下）を図示し，N-S走向，長さ2km，活動度C，西側の海成段丘H1面及びH3面
※1

が12m隆起と記載している。また，半の浦東断層（確実度Ⅰ，東側低下）を図示し，N-S走向，長さ1km，活動度C，西側の海成段丘H2面
※1が8m隆起と記載している。

○ 「活断層詳細デジタルマップ[新編]」（今泉ほか，2018）は，半の浦西断層及び半の浦東断層とほぼ同じ位置に推定活断層を図示している。

○「日本の活断層総覧」（宮内ほか，2025）は，今泉ほか（2018）の半の浦西断層及び半の浦東断層とほぼ同じ位置に，2条の推定活断層からなる半ノ浦断層帯を図示し，高位面，中位面（海成
段丘）に西側隆起の低断層崖と傾動が認められるが，変位の累積性は不明であると記載している。

○その他，加藤・杉山（1985）は，半の浦西断層及び半の浦東断層とほぼ同じ位置に，主として第四紀後期に活動した活断層を図示し，東側落下，平均変位速度1m/103年未満としている。日本
第四紀学会（1987）は，半の浦西断層とほぼ同じ位置に第四紀後期に活動した活断層を図示し，南東側落下としている。太田・国土地理院地理調査部（1997）は，半の浦西断層及び半の浦東
断層とほぼ同じ位置に活断層を図示している。小池・町田（2001）は，半の浦西断層及び半の浦東断層とほぼ同じ位置に東側落下の活断層を図示している。

○「活断層データベース」（産業技術総合研究所地質調査総合センター）は，半の浦西断層，半の浦東断層を起震断層・活動セグメントとして示していない。

※1：太田ほか（1976）ではM1面を下末吉面（最終間氷期）に対比して12万年前，H3面をＭ１面のもう一つ前の間氷期として22万年前， H1面，H2面，T7面などのそれより古い面は＞22万年前としている。

位置図

補足資料2.6-5 能登島半の浦断層帯（半の浦西断層，半の浦東断層，七尾湾調査海域の断層，須曽リニアメント，島別所南リニアメント）・無関断層・島別所北リニアメントの調査データ

2.6-5.1 (2-2) 半の浦西断層・半の浦東断層の文献調査

※2

※2：無関断層の詳細は「2.4.5.2 無関
断層・島別所北リニアメント」

2.4-5.1.1 (1) 半の浦西断層・半の浦東断層・須曽リニアメント・島別所南リニアメントの文献調査
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〔 宮内ほか（2025） 〕

推定活断層

傾動
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リニアメント・変動地形分布図

半の浦西リニアメント

半の浦東リニアメント

次頁範囲

位置図

右図拡大範囲

○半の浦西リニアメント及び半の浦東リニアメントは約1.8ｋｍ区間にほぼ平行して判読され，半の浦西リニアメントは高位段丘Ⅲ面分布域の逆向き崖や高位段丘Ⅲ面
の西側への増傾斜からなるCランクのリニアメント・変動地形であり，半の浦西断層にほぼ対応する（次頁，次々頁） 。ただし，半の浦西リニアメント北方延長に広く
分布する高位段丘Ⅰ面には変位・変形が認められず，南方延長に分布する高位段丘Ⅰ面及び中位段丘Ⅰ面には，半の浦西リニアメントの延長位置を挟んで，リニ
アメント・変動地形の低下側（東側）が低くなるような傾向は認められない（次頁）。

○半の浦東リニアメントは，高位段丘Ⅲ面分布域での逆向きの低崖及び直線状の谷からなるCランク及びDランクのリニアメント・変動地形であり，半の浦東断層にほ
ぼ対応する （次頁，次々頁） 。

○以上より，半の浦西リニアメント及び半の浦東リニアメントについて，後期更新世以降の活動の可能性があるものと評価する。

補足資料2.6-5 能登島半の浦断層帯（半の浦西断層，半の浦東断層，七尾湾調査海域の断層，須曽リニアメント，島別所南リニアメント）・無関断層・島別所北リニアメントの調査データ

2.6-5.1 (2-3) 半の浦西断層・半の浦東断層の地形調査

P.184 再掲
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【半の浦西リニアメント・半の浦東リニアメント周辺の赤色立体地図，地形断面図】

地形断面図
（航空レーザ計測データにより作成）

半の浦西リニアメント延長部

半の浦東リニアメント

半の浦西リニアメント延長部

半の浦西リニアメント

半の浦西リニアメント延長部

←W

E→←W

E→

←NW

←NW

SE→

SE→

位置図

2km0

下図拡大範囲

半の浦西リニアメント
半の浦東リニアメント

赤色立体地図（航空レーザ計測データにより作成）

33.6m33.6m33.7m

23.7m23.0m

43.8m40.6m

補足資料2.6-5 能登島半の浦断層帯（半の浦西断層，半の浦東断層，七尾湾調査海域の断層，須曽リニアメント，島別所南リニアメント）・無関断層・島別所北リニアメントの調査データ
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リニアメント・変動地形

リニアメント・変動地形の地形要素

【半の浦西リニアメント・半の浦東リニアメント周辺の地形の特徴】

○半の浦西リニアメント周辺の地形について，空中写真判読及び航空レーザ計測データによれば，逆向き崖や西側への増傾斜が認められる。

○半の浦東リニアメント周辺の地形について，空中写真判読及び航空レーザ計測データによれば，逆向きの低崖及び直線状の谷が認められる。

東側低下の
逆向き低崖半

の
浦
西
リ
ニ
ア
メ
ン
ト

東側低下の
逆向き崖

東側低下の
逆向き崖

東側低下の
逆向き崖 直線状の谷

半
の
浦
東
リ
ニ
ア
メ
ン
ト

西側への増傾斜

位置図

2km0

右図拡大範囲

半の浦西リニアメント
半の浦東リニアメント

補足資料2.6-5 能登島半の浦断層帯（半の浦西断層，半の浦東断層，七尾湾調査海域の断層，須曽リニアメント，島別所南リニアメント）・無関断層・島別所北リニアメントの調査データ
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補足資料2.6-5 能登島半の浦断層帯（半の浦西断層，半の浦東断層，七尾湾調査海域の断層，須曽リニアメント，島別所南リニアメント）・無関断層・島別所北リニアメントの調査データ

2.6-5.1 (2-4) 半の浦西断層・半の浦東断層の地質調査

地質図

地質断面図

○地表踏査の結果，本地域周辺には，岩稲階の別所岳安山岩類の安山岩及び安山岩質火砕岩（凝灰角礫岩），音川階の和倉珪藻泥岩層，更新世の中位段丘堆積層，上部更新
統～完新統の沖積層が分布する。

○半の浦西リニアメントから約100m東方では，高位段丘Ⅱ面堆積層に変位を与える断層露頭を確認した。断層は幅約5cmの破砕部を有し，西側の別所岳安山岩類安山岩を約
80cm隆起させる逆断層である。半の浦西リニアメントと近接することや，リニアメント・変動地形と整合的な西上がりの変位を示すことを踏まえると，これは半の浦西リニアメント
と関連する構造の可能性がある（次頁）。

位置図

右図拡大範囲

推定区間

断層位置
（細線は副次的
な断層と評価し
たもの）

←W E→

←SW NE→

←NW SE→

←NW SE→

島別所北リニアメント

半の浦東リニアメント
半の浦西リニアメント

島別所南リニアメント

須曽リニアメント

別所岳安山岩類 安山岩

別所岳安山岩類 安山岩質火砕岩（凝灰角礫岩）

別所岳安山岩類 安山岩

別所岳安山岩類 安山岩質火砕岩（凝灰角礫岩）

次頁位置

断層確認位置

太田ほか（1976）による
断層露頭(P.2.6-5-6)

P.191 再掲
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【半の浦西リニアメント付近の断層露頭】半の浦西リニアメント

←E W→

地質図

推定区間

断層位置
（細線は副
次的な断層
と評価した
もの）

別所岳安山岩類 安山岩

別所岳安山岩類 安山岩質火砕岩（凝灰角礫岩）

断層露頭写真（1979～1980年撮影）
（半の浦西リニアメントから約100m東方）

・断層の走向傾斜はN18°W50°SW
・写真左手の灰色還元脱色帯の上に段丘礫，赤褐色粘土があるが，ハンマー上方の位置で切られている。
・変位量は西上がり約80cm
・断層は幅5cmの破砕部を有する。

断層位置

詳細位置図

断層露頭位置

500m

凡 例

Cランクのリニアメント・変動地形
（半の浦西リニアメント）

断層露頭
位置

○半の浦西リニアメントから約100m東方では，高位段丘Ⅱ面堆積層に変位を与える断層露頭を確認した。断層は幅約5cmの破砕部を有し，西側の別所岳安山岩類安山岩を約
80cm隆起させる逆断層である。半の浦西リニアメントと近接することや，リニアメント・変動地形と整合的な西上がりの変位を示すことを踏まえると，これは半の浦西リニアメント
と関連する構造の可能性がある。

P.192 再掲

補足資料2.6-5 能登島半の浦断層帯（半の浦西断層，半の浦東断層，七尾湾調査海域の断層，須曽リニアメント，島別所南リニアメント）・無関断層・島別所北リニアメントの調査データ
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補足資料2.6-5 能登島半の浦断層帯（半の浦西断層，半の浦東断層，七尾湾調査海域の断層，須曽リニアメント，島別所南リニアメント）・無関断層・島別所北リニアメントの調査データ

2.6-5.1 (3-1) 須曽リニアメント・島別所南リニアメントの評価結果

内容 位置 目的 参照頁

① 露頭調査 須曽リニアメント周辺 断層の活動性評価
P.2.6-5-20
～23

② 露頭調査 島別所南リニアメント周辺 断層の活動性評価
P.2.6-5-24，
25

③ 地表踏査 須曽・島別所南リニアメント周辺※ 広域的な地質分布を確認 P.2.6-5-19

④ 重力探査 須曽・島別所南リニアメント周辺※ 断層の深部構造を確認 P.2.6-5-49

須曽・島別所南リニアメントに関する調査一覧表

〇須曽リニアメントを横断して中新世の別所岳安山岩類が連続して
分布し，そこに断層は認められない（左図中①）。

〇島別所南リニアメントの近傍では，中新世の和倉珪藻泥岩層がほ
ぼ水平に分布している（左図中②） 。

○島別所リニアメント沿いの小河川の屈曲については，別所岳安山
岩類中の岩質の差を反映したものであり，組織地形である可能性
が大きい（左図中③） 。

⇒須曽リニアメントは，リニアメント・変動地形として判読した西側低下
の崖等を横断して別所岳安山岩類が連続して分布し，そこに断層は
認められない。
島別所南リニアメントは，リニアメント・変動地形として判読した低崖
の近傍では中新世の和倉珪藻泥岩がほぼ水平に分布し，また小尾
根と小河川の屈曲については別所岳安山岩類中の岩質の差を反映
した組織地形である可能性が大きい。

活動性評価（須曽リニアメント，島別所南リニアメント）

左図拡大
範囲

・なお，重力探査の結果，島別所南リニアメント，須曽リニアメントに対応する重力異常急変部は認められない（P.2.6-5-49）。

※：③，④は断層周辺の全域で実施

す そ しまべっしょみなみ

【空中写真判読】（P.2.6-5-14）
○文献が図示している半の浦西断層及び半の浦東断層付近より南東方の約2.6km区間において，丘陵斜面における西側低下の崖，鞍部及び直線状の谷からなり，
一部，小尾根と小河川にわずかな左方向への屈曲を伴うDランクのリニアメント・変動地形（須曽リニアメント）を判読した。また，さらにその東方の約2.2km区間に小
起伏面における南側低下の崖，丘陵斜面における直線状の谷，鞍部からなり，一部，小尾根と小河川にわずかな右方向への屈曲を伴うDランクのリニアメント・変動
地形（島別所南リニアメント）を判読した。

【文献調査】（P.2.6-5-13）
○ 活断層研究会（1991），今泉ほか（2018）及び宮内ほか（2025）は，須曽リニアメント及び島別所南リニアメントの位置に活断層等を図示していない。

位置図

調査位置図

リ
ニ
ア
メ
ン
ト
・
変
動
地
形

2.
2k

m

（島
別
所
南
リ
ニ
ア
メ
ン
ト
）

リ
ニ
ア
メ
ン
ト
・
変
動
地
形

2.
6k

m

（須
曽
リ
ニ
ア
メ
ン
ト
）

【空
中
写
真
判
読
】

①
②

③

推定区間

断層位置
（細線は副次的な断層と評価したもの）

2.6-5-12

第1328回審査会合 資料1-2
P.2.4-5-12 一部修正

凡 例

〔 宮内ほか（2025） 〕

推定活断層

傾動

紫字：第1328回審査会合以降に変更した箇所



位置図

右図拡大範囲

○ 「新編 日本の活断層」（活断層研究会，1991）， 「活断層詳細デジタルマップ[新編]」（今泉ほか，2018）及び「日本の活断層総覧」（宮内ほか，2025）等の文献は，須曽リニアメント・島別所南リ
ニアメントの位置に活断層等を図示していない。

○「活断層データベース」（産業技術総合研究所地質調査総合センター）は，須曽リニアメント及び島別所南リニアメントを起震断層・活動セグメントとして示していない。

位置図

補足資料2.6-5 能登島半の浦断層帯（半の浦西断層，半の浦東断層，七尾湾調査海域の断層，須曽リニアメント，島別所南リニアメント）・無関断層・島別所北リニアメントの調査データ

2.6-5.1 (3-2) 須曽リニアメント・島別所南リニアメントの文献調査

※2

※2：無関断層の詳細は「2.4-5.2 無関
断層・島別所北リニアメント」

2.4-5.1.1 (1) 半の浦西断層・半の浦東断層・須曽リニアメント・島別所南リニアメントの文献調査

※1：半の浦西断層，半の浦東断層
の詳細は2.4-5.1(2)

※1

※1

2.6-5-13

第1328回審査会合 資料1-2
P.2.4-5-13 一部修正
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推定活断層
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リニアメント・変動地形分布図

半の浦西リニアメント

半の浦東リニアメント

次頁範囲

位置図

右図拡大範囲

○須曽リニアメントは約2.6km区間に判読され，これは丘陵斜面において西側低下の崖，鞍部及び直線状の谷からなり，一部，小尾根と小河川にわずかな左方向への
屈曲を伴うDランクのリニアメント・変動地形である（次頁，次々頁，P.2.6-5-18） 。

○島別所南リニアメントは約2.2km区間に判読され，これは小起伏面において南側低下の崖，丘陵斜面において直線状の谷，鞍部からなり，一部，小尾根と小河川に
わずかな右方向への屈曲を伴うDランクのリニアメント・変動地形である（次頁，P.2.6-5-17，18） 。

補足資料2.6-5 能登島半の浦断層帯（半の浦西断層，半の浦東断層，七尾湾調査海域の断層，須曽リニアメント，島別所南リニアメント）・無関断層・島別所北リニアメントの調査データ

2.6-5.1 (3-3) 須曽リニアメント・島別所南リニアメントの地形調査
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